
聯
協
調

…叢

菱

通
挽

の
捕
捉
す

べ
き
給
付
能
力

支

那
の
古
典
に
見

粍

た
・
吐
會
政

策

・

経
済
道
と
経

済
術

小
作
制

と
小
作
法

時

恰
醐

支
那

の
改
造

と
国
際
管

理

戸
数
割
を
論
ず

・

物
偵
問
題
私
論

・

,説

苑

ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

の
私

有

…罹

論
…

擁
嘔

録

経
済
學

の
革
命

・

大
學
生

の

一
年
間

の
學
費

法
學
博
士

法
學
博
士

.

法

學

士

法
學
博
士

渋
墨
博
十

渋
墨
博
士

渋
墨
博
士

ド

脛
濟
學
士

法
學
博
士

縄
濟
學
士

瀞

戸

正

雄

田

島
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治

作

田
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嗣

郎

末
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雄

小

川

郷
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大
學
生
の

一
年
間
の
學
費

藤

野

靖

.

第

一
、
前

言

.

一
騰
今

の
大
畢

生

の
學
費

は
幾
ら
要

る
か
P

こ
ん
な

質
問

は
随

分
各
方
面

の
人

々
か
ら
受

け
る
。
離
核

當
局

者

か
ら
も
、
父
兄

か
ら

も
、
そ

の
他
世
間

一
般

の
人

々

か
ら

も
、
常
.に
聞

く
質

問
で
あ

る
。
毎

月
こ
れ
程

か
の

學
費

を
使

っ
て
み
な
が
ら
、
斯

る
事

に
飴

り
注

意

し
な

　
か

っ
た
私

ぱ
、
此

の
質

問

に
射

し
て
、
常

に
暖
味

な
返

.
答

を

し
て
來

た
が
、
今

度

こ
そ

一
つ
、

ハ
ッ
キ

リ
し
た

・
統
計

を

ご

っ
て
見

や
う

ご
決
.心
し
た

の
が
、
昨
年

の
三

月
。

そ
れ
で
四
月

一
日

か
ら
明
細

に
支

出
額

を
記

入
し

0

.

L

ゴ}一一.



出

し
た
。

終

っ
た
。

つ
た
。

そ
し
て
本
年
三
月
三
十

一
日
を
以
て
記
入
し

そ
れ
を
整
理
し
た
の
が
」
次
の
如
き
表
に
な

第
二
、
本
統
計
の
儂
値

.

・
私
は
此
統
計
を
作
る
決
.心
を
す

る
ε
同
時
に
、
友
人

'二
三
人
に
相
.識
し
て
、
私
ε
同

一
行
動
を
執
.っ
て
呉
れ

る
や
う
に
頼
ん
だ
。
皆
同
意
を
し
て
、
支
.出
を
記
入
し

始
め
た
が
、
何
れ
も

一
ケ
月
な
ら
す
し
て
中
止
し
て
了

つ
た
。
そ
し
て
私
だ
け
が
最
後
ま
で
記
入
し
た
。
從

っ

て
此
統
計
は
、
何
庭
ま
で
も
.
私

一
人
の
學
.嬰
の
統
計

で
あ

っ
て
、
大
量
観
察

か
ら
得
た
調
査
の
結
果
で
は
な

い
。

こ
れ
が
本
統
計
の
第

一
の
弱
黙
で
あ
る
。

次

に
、
私

一
人
の
學
費
調
査
で
も

い
」
、
こ
れ
.が
三

年
間
糖
綴
調
査

の
結
果
な
ら
ば
未
だ
し
も
宜
か
つ
た
の

で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
計
叢
が
遅

か
つ
陀

、
め
、
僅

.

か
に

一
年
間
の
調
査
だ
け
し
か
出
家
な
か
っ
た
。

こ
れ

が
第

二
の
國
黙
で
あ
る
。

只
私
は
、
極
め
て
、干
死
な
學
生
ら
し
い
畢
生
で
あ
っ

た
o
贅
澤
菰
こ
ε
は
少
し
も
七
な
か
っ
だ
、
ご
い
っ
て

雑

録

大
畢
生
の
】
年
間
の
學
塑

入
要
の
経
費
を
無
理
に
節
約
も
し
な
か
つ
.た
。
極

め
て

正
常
的
な
孕
凡
な
畢
生
.生
活
を
迭

っ
て
來
た
。
從

っ
て

こ
の
學
費
統
計
は
前

の
如
き
鉄
黙
を
有
し
て
み
る
に
も

拘
は
ら
ず
、
先
づ
普
通
の
畢
生
の

一
年
間
の
學
費

の
大

禮
を
う
か
ゴ
う
に
は
、
萬
更
役

に
立
た
ぬ

こ
ε
も
な

い

つ
ま
り
不
完
全
乍
ら
も
、

一
の
標
本
調
査
ご
見
ら
れ
隠

事
も
あ
る
ま
い
ご
思

っ
て
み
る
。

次
に
、
こ
の
統
計
は
只

　
年
間
だ
け
の
調
査

の
結
果

で
は
あ
る
が
、
此

の

一
年
間
は
、
宛
も
大
學
三
年
の
、

最
後
の

一
年
に
位
し
て
み
る
た
め
、
卒
業
期
に
在
る
畢

生
の
費
用
を
見
る
ε
思

へ
ば
、
多
少
面
白

い
所
も
あ
ら

う
。

例

へ
ば
、
卒
業

の
月
-

三
月

に
.於

い
て
、
急

に

経
費

が
膨
脹

し
て
み
る
が
如

き
事
を
見

る

こ
ε

が
出
家

る
Qそ

れ

か
ら
、
本
統

計

に
は

一
銭

の
脱
漏

も
」

じ
ま
か

し
も
な

い
。
此

黙

に
つ

い
て
は

、
極

め
て
正
確
な
材
料

を
提

供

し
て
み

る
事
を

、
ひ

そ
か
に
信

じ
て
み

る
。

第
三

、

一
大
畢
生
の

一
年
間

學
費
統
計

.

第
†
五
巻

(
第
二
號

】
六

こ

三

=

■
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巳

・

㍉

'
.
。

α
.

備
.考

コ
うい

調

査

、
時

期
.

く調
査
開
始

一

大
正
十
年
四
月

一
日
。

.

・
同

終
期
-

大

圧
十

一
年

三
月
三
+

一
口
。

ラ
.
.ろ

調

査

主

艦

京
都
帝
国
文
學
縄
濟
學
部
第

三
華
年
畢
生
。

年
齢
二
十
五
威

二
十
六
威
。
健
康
。

蜀
身
〇
一尽
都
市
吉
田
の
瞥
業
下
宿
屋
に
寄

宿
。
(本
調
査
開
始
期
よ
り
終

期

に
至
ろ
問
移
醤
ぜ
す
)

大

正
十
年
四
月
†
大
日

上
洛
。
岡
山八
月
二
†
七
日
蹄
省
。
九
月
十
七
日

上
洛
。
十
二
月
三
十
日
館

省
。
十

一
年

　
月
t
日
上
洛
コ
以
後

三
月

二
十

暫
日
ま
で
京
都

ド
在
り
。

ラ

.

は

内

容

項

目

の
説

明

く本
統
計
に
入
れ
た
も

の
ば
、
本
人
の
計
算

に
於

い
て
現
實

に
支
出
し
た

貨
幣
額

に
限

ろ
。
.被
服

八洋
服
外
套
和
服
)
の
如
き
に
、
全
部
之
な
父
兄
よ
.

り
實
物
給
付
な
仰

炉
だ
か
ら
、
藪

に
記
入
し
な
か

っ
た
。
(藪

に
記
入
し
た
…

被
服
附
鵬
帰

ピ
に
、
下
駄
鞍
下
カ
ラ
ー
等
よ
り
、
下
駄
靴
等

の
修
繕
費
々

含
む
。
)
叉
電
車
賃
、
通
信
費
な
支
出
し
て
み
な
い
月
も
あ
ろ
が

、
こ
れ
は

一
銭
も
蘂
し
な
か

っ
た
の
で
ば
な
く

、
前
月

の
切
符

や
切
手
の
買
溜
め
よ

り

、
某
月

に
は
現
金

な
支

出
す

う
な
要
し
な
か
つ
れ
も

の
で
あ

る
。
但
し

七
八
月
の
部
屋
代
に
、
九
月
に
纏

め
て
佛

つ
た
が
、
こ
れ
に
便
宜
上
各
月

に
分
配
し
た
o
他
に
紬

べ
て
支
出
し
た
現
金

の
み
の
記
載
で
あ

ろ
。

.　

雛
型
ご
に
、
賽
銭
、
寄
附
金
・
土
産
品

、
客
膳

、
停

颪
場
入
場
料
等
。
.

録
.
維
.

犬
畢
生
の
一
年
間
の
學
豊

旅
行
盟
中

ド
に
、
購
書
穀
其
他

の
所
用
の
ハ
め
の
旅
費
も
含
ん
で
み
み

が
、
そ
れ
等
は
僅
か
な

る
爲
め
-
総

べ
て
之
れ
な
娯
樂
狸

ご
し

て
旅
行
豊

中

に

一
括
し
た
。

塾

生
は
大
抵

の
場
合

【
入
で
飲
食
す

み
こ
ミ
は
な

い
。
多
く
の
場
合
友

.

人

ミ
共
で
あ

ろ
。
.故
に
飲
食
盟
に
、
こ
れ
々
其
儀
交
際
費

ご
見

て
も
差
支

へ
な
い
。
・つ
ま
り
此
の
項
駐
車
に
に
、
普
蓮

の
家
計
表
に
見
る
所

の
交
際

費

、
、間
食
費

々
も
含
ん
で
み
る
わ
け
で
あ

ろ
。

親
魔
料
嘘
ば
、
活
動
、
芝
居
ハ
演
説
會
、
展
覧
會

の
入
場
料
等
。

第

四

、
.整

理

の

結

果

∂

前
表

に
よ
り
、
第

一
位
を
占

め
て
み
な
の
は
、
日
常

生

活
費
で
、
.殊

に
其

中
賄
料

が
最
高
位
を
占

め
て
み
る

の
は

、
ま

つ
普

通
で
あ
ら

う
。
族
行
嚢

の
負
携
は
多
す

…
ぎ

る
が
、
暴

れ
だ
け
位

の
金
額

は
、
他

の
人

に
ε

つ
て

…
は
他

の
種

類

の
娯
樂

へ
廻

さ
れ
や

う
か
ら

、
全
腸

の
上

一
か

ら
は
飲
b
氣

に
す

る
程

で
は
な
.い
。
・皮
肉

な

の
は
、
.

　

女
房
具
代

の
思
ひ
の
外
少
な
き
こ
ε
で
あ
る
。
他
は
極

め
て
卒
凡
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
各
人
そ
の
費
目
の
割

合
は
異

っ
て
み
て
も
、
全
額

に
於

い
て
は
馬
.私
の
知
れ

る
範
園
内
で
は
、
ま
つ
普
通
の
畢
生
は
護
れ
で
も
大
抵

似

て
み
る
や
ヶ

で
あ
る
。
.即

ち

一
ケ
月
八
十
二
圓
〇
二

第
+
五
巻

(第

二
號

一
六
三
)

三

一
三

■
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雑
,
.録
.

大
畢
生

の

一
年
開
の
學
豊
「

銭
ユ

ケ
年

の
畢
費
九
百
八
十
四
圓
三
十
九
銭
"
こ
れ
を

假
り
に
三
倍
し
て
大
學
三
年
間

の
學
費
こ
す
れ
ば
、
實

に
二
千
九
百
五
十
三
圓
十
七
銭
ε
な
る
。
但
し
こ
れ
は

現
金
支
出
ば
か
り
で
、
も
し
之
れ
に
家
庭

に
於
け
る
食

料
、
被
服
そ
の
他
の
細

い
實
物
給
與
を
加

へ
れ
ば
、
優

に
五
百
圓
は
増
さ
う
。

ピ
に
か
く
.

一
千
圓
あ
れ
ば
大
學
を
出
れ
る
さ
思

っ

た
の
は
も
う
昔

ご
な
っ
て
、
今
で
は
約
三
千
圓
餓
り
を

要
す
る
。
そ
れ
も
現
在
の
儘

で
停
止
す
れ
ば
よ
い
が
、

そ
ん
な
事
は
な
か
ら
う
。
金
々
學
費
が
膨
脹
す

る
こ
ε

は
、
儒
政
者
、
.激
育
者
の
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
問
題

で
あ

る
。

第
五

、
附

言

私
は
屡

々
.、
労
働
者
の
家
計
調
査
、
小
學
校
激
師
そ

の
他
の
月
給
取
階
級
の
家
計
表
等
は
、
之
を
見
て
來
た

が
、
未
だ
畢
生
の
學
費
調
査

の
詳
細
な
る
も
の
を
見
た

こ
ざ
が
な
い
。
か
㌧
る
調
査

の
護
謨
ざ
れ
な

い
原
因
は

一
つ
に
は
、
.自
分
の
生
活
内
容
を

「
般

に
獲
表
す

る
を

好
ま
孤
朋
よ
り
、
他

の

一
つ
の
重
大
な
原
西
は
、
畢
生

第
十
五
巻

(第

二
盤
.
嚇
六
四
)

三

一
四

が

デ
般

に
、
斯
る
煩
雑
な
記
帳
を
好
ま
鳳
に
在

る
。
.

併
し
、
畢
生
.に
さ

へ
、
此
煩
雑
な
勢
を
厭
は
臓
決

一6

が
め
れ
ば
、
こ
の
學
費
統
計
な
非
常
に
作
b
易

い
ε
思

ふ
。
何

巴
な
れ
ば
、
畢
生
は
敷
に
於
て
は
極

め
て
多
く

も

う

且

つ
密
集
し
て
生
活

し
て
み
る
。
大
量
　観
察

に
は
も

つ

も

や

も

て
こ
い
で
あ
る
。
且
つ
、
最
も
強
味

ε
す

る
所
拡
統
計

.

主
燈
の
智
能
の
程
度
が
高
く
馬
而
も
揃

っ
て
み
る
こ
ざ

で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
ε
は
申
告
調
査
に
ば
茜
だ
都
合
よ

く
、
到
底
勢
働
者
生
計
調
査
等
に
は
見

る
一、
か
ら
ざ
る

長
所
ε
嘗
は
ね
ば
な
ら
ね
。
唯

一
つ
困
難
な
の
は
、
學

生

の
學
費
な
る
も
の
は
、
父
兄
の
懐
中
か
ら
出

る
こ
ε

は

一
つ
で
あ
る
が
、
大
抵
の
父
兄
は
實
物
給
付
ぜ
貨
幣

給
付
ε
を
併
せ
行

っ
て
み
て
、
し
か
も
こ
の
両
者
の
割

合
は
勿
論
各
人
に
よ
っ
て
異

っ
て
み
る
こ
ε
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
範
園
を
決
定
す
る
こ
ε
は
、
困
難
で
は
あ
る

が
、
調
査
上
極
め
て
必
要
で
あ

る
ご
思

ふ
。

.


